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緑丘トピックス 平成２６年９月３０日（火）

★★ 前期終了 挑戦の後期へ！ ★★

教 頭 須 藤 克 志

新学期が始まって６ヶ月が経ち、早いもので前期が終了いたします。６月には豪雨に

より２日間臨時休校となりましたが、これまで大きな事故もなく順調な学校生活を送る

ことができました。これもひとえに保護者の皆様の御理解とご協力の賜であります。生

徒達はこの半年間、勉強に部活動、そして各種行事に一生懸命取り組んできました。普

段の授業はもちろんのこと、放課後講習や夏休み講習にも積極的に参加していました。

部活動では、陸上部と美術部が全国大会出場を果たし、例年にないほど全道出場の切符

を手に入れました。また、先日行われた体育祭においても、勝利に向かって必死に打ち

込む姿は大変感動的であり、出場選手はもちろん、運営側の生徒会執行部・体育委員・

各部局の生徒が、自分のやるべき事をしっかり行い、大会は大盛況に終わりました。ま

さに、文武両道の学校であるとあらためて認識いたしております。

さて、いよいよ１０月１日より後期が始まります。３月までの半年間（３年生は実質

５ヶ月）は、校長先生が、始業式や入学式で話された、「挑戦なくして道は拓かれず」を

体現する時となります。３年生は進路活動がいよいよ本格的になり、就職試験をはじめ、

大学・専門学校等のＡＯや推薦、そして一般入試に挑んでいくことになります。２年生

は１０月６日～１０日に高校生活最大行事、見学旅行が控えています。見学旅行後は、

インターンシップなど進路を真剣に考えていく時期となります。１年生においては、１

０月８日に縄文学習があるなど、自分自身を伸ばしていく時期となります。これらの取

組が続いていく中で、最も大切なのは、現状に妥協することなく常に挑戦する気持ちで

す。今までの自分の殻を破り、一層の成長を遂げるためには一歩踏み出す勇気が必要で

す。そのためには高い目標を設定し、それに向けての粘り強い努力とあきらめない心を

持ち続けて欲しいと思います。半年後に成長を遂げた子どもたちの姿に期待しておりま

す。



クラス一致団結！ 『平成２６年度 体育祭』
９月１７日（水）～１９日（金）の３日間、平成２６年度体育祭が開催されました。各種目

において、各クラスが一致団結して、勝利に向けての真剣勝負が行われました。最後は、勝者

も敗者もお互いを讃え合い、とても盛り上がった体育祭となりました。

優勝学級 総合優勝３Ｄ 準優勝３Ｂ

◎男子バレー ３Ｂ ◎女子バレー ３Ｂ ◎男子バスケット ２Ｃ

◎女子バスケット １Ｄ ◎サッカー ３Ｂ ◎ドッチボール １Ａ

◎卓球 ３Ｄ ◎ソフトボール ３Ｂ ◎長縄跳び １Ａ

◎クラス対抗リレー ３Ａ

交通安全講話 交通安全標語コンクール表彰
９月１６日（火） ９月２２日（月）

伊達警察署交通安 今年度の交通安

全課長の目時さん 全標語コンクー

をお招きし、交通 ル表彰が校長室

安全講話を実施し で行われました。

ました。講話及び

ＤＶＤ鑑賞により、身近に起こりうる自転車事 最優秀賞 前を向け 歩きスマホは 事故のもと

故の恐ろしさを学び、あらためて交通安全の意 優秀賞 （２Ａ 小原裕奈）

識を強く持つことが出来ました。 ルール無視 あなたの安全 何もなし(1A小泉みのり)

自転車で 人の命も 奪われる(1D松岡未紗)

学校評議員会 信号無視 焦るあなたに 魅力なし(２B市川菜摘)

９月２４日（水） イヤホンが せまる危険の 音を消す(３B山城夏穂)

第１回学校評議員 スマホ見て 車が見えず 事故起こす(3D豊島拓)

会を、評議員の後

藤房子さんと加藤 サッカー部悲願の優勝！
誠さんを迎えて本 ９月１５日（月）室蘭地区行為等学校サッカ

校会議室で実施しました。学校評価や町内巡視 ー新人大会において、本校サッカー部が優勝を

に関する事など、本校の教育活動に対して、質 果たしました。１１月１５・１６日に開催され

問や要望が出され、大変貴重な意見をいただき る道南新人大会（室蘭市）に出場します。

ました。 顧問秋山先生『３年生の思いを後輩達が叶えて

くれました。これからが新たなスタートです』



記事 （１）体育祭

（２）交通安全講話

（３）サッカー部優勝！

（４）交通安全標語表彰

（５）学校評議員会

（６）芸術鑑賞

１０月号 （１）避難訓練

（２）見学旅行

（３）縄文学習

（４）老人ホーム訪問




